
会）との合同大会（第28回日本老年学会総会）であった．期間中は，これらの学会からの参加者とと

もに，シンポジウム，小講演，一般報告等で活発な議論が行われた．今回の大会では，一般報告はポ

スター発表のみで行われた（109演題）．当研究所からは，小島克久国際関係部第2室長，白瀬由美香

社会保障応用分析研究部第3室長が以下の演題でポスター発表を行った．

小島克久「地域包括ケアの対象の在宅高齢者の定住および転居傾向とその決定要因に関する分析―

「第7回人口移動調査」（2011年）を用いた分析―」

白瀬由美香・大津唯・大塚理加・泉田信行「高齢者ふれあいサロンへの参加に至る心理的・社会的要

因―参加者へのインタビュー調査から―」

（小島克久記）

OECDWorkingPartyonMigration（WPM）

OECDWorkingPartyonMigration（WPM）は，経済協力開発機構（OECD）雇用労働社会問

題委員会（Employment,LabourandSocialAffairCommittee）の下に，OECD加盟国の移民政

策や移民の実情に関する情報・意見を共有し，移民に関する様々な問題について討論するために1967

年に設置された作業部会であり，毎年 6月頃に開催されている．本年は，6月 6-7日の日程で

OECD本部のあるフランス・パリにて開催されたところ，当研究所からは，厚生労働省からの依頼

を受け，人口動向部より是川が参加し，各国の代表団と意見交換を行ってきた．

会合では，OECD事務局より最近，行われたシンポジウム等の報告が行われるとともに，現在，

進捗中の調査プロジェクトについてペーパーに基づいた報告が行われた．今回の会合では，欧州の

OECD加盟国のLabourForceSurveyを用いた家族移民の社会統合に関する比較研究，欧州人権裁

判所の判例を中心とした家族再結合（FamilyReunion）に関する判例法理の研究，移民の財政への

影響に関する試算，そして，EU-OECD共同のプロジェクトである高度技能移民と経済的ニーズの

マッチングに関する研究について，報告が行われた．また，米国より審議中の移民法の大規模改正の

ポイントについての解説があった．

その他，各国の移民政策審査の結果として，ニュージーランド，イタリアについての結果報告が行

われた．イタリアにおける移民の社会統合が芳しくないとの報告に対し，是川より，イタリアの状況

は移民受け入れ国として過渡的な段階にあるためのものであり，今後，他の伝統的移民国のように，

移民受け入れからの時間的推移とともに改善していくと考えられるのではないか，との問題提起を行っ

た．

移民政策については，各国において政策体系としての確立が図られている最中といえるが，国際機

関による各国の政策レビュー，及びそれに基づいた情報共有はこうした動きを助けるものといえ，我

が国として今後とも注視していく必要があるものと思われる． （是川 夕記）

日本―インドネシア人口移動関係研究会（SKYPEを使った遠隔会議）

2013年6月12日（水）午後3時より，当研究所においてバージニア工科大学政治学部のデボラ・ミ

リー教授の紹介・司会により，アムステルダム滞在中のインドネシア，ガジャマダ大学人口政策研究

センターのスカンディ教授とのSkypeを通じた研究会を行った．
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この研究会は，インドネシア，ガジャマダ大学人口政策研究センターにて日本に行く研修生や

EPAによる介護士・看護師に関する調査研究のヒアリングを行ったミリー教授の紹介により，実現

した．お互いに初顔合わせであるため，互いの組織と研究の紹介をすることが主な目的であった．ま

ず，当研究所国際関係部の林部長から，社人研の組織，設立経緯，ミッションについて説明を行った．

続いて，日本の人口動向，日本在住外国人人口の動向，近年の国際移動に関する政策の変化，日本在

住インドネシア人の人口動向や在留資格の変化に関する概要の説明が行われた．

スカンディ教授からは，ガジャマダ大学の紹介，同大学人口政策研究センターで行っている調査研

究や，海外の大学との共同研究に関する説明があった．続いて，インドネシアからの移民は中東諸国

に行く傾向が強くなっていること，女性の割合が増えていること，日本に行くインドネシア移民は，

マレーシアに行く移民よりも教育レベルが高いこと等のインドネシア移民の特徴，更に日本で直面す

る言語・文化・宗教上の理由による問題等が提示された．その後，参加者からもインドネシアに戻っ

た人々間のネットワーク，インドネシア政府の移民に対するスタンス，EPAで日本に向かう医療従

事者の事前研修の内容，送金の使い道等に関する多くの質問が出され，活発な議論が行われた．

余談になるが，Skypeを使った会議は社人研では初めての試みであった．画像や音声も比較的鮮

明であり，内容の録音も可能なので，国外など遠隔地のメンバーがいる研究会の可能性が大きく開か

れたと感じた． （千年よしみ記）

第20回国際老年学会（韓国・ソウル）

第20回国際老年学会（The20thWorldCongressofGerontologyandGeriatrics,Seoul2013）

が，韓国ソウル特別市にある複合施設COEXカンファランスセンターで開催された．期間は6月23

日から27日までであり，テーマは「IT化を迎えた高齢社会（デジタルエイジング）：健やかな老い

とアクティブエイジングへの新しい展開」であった．学会では，基調講演,シンポジウム，デジタル

高齢化特別プログラム，口頭セッション，ポスターセッション等が行われ，韓国をはじめ世界各国か

らの参加者が活発な議論を行った．当研究所からは，小島克久国際関係部第 2室長が“Model

AnalysisofLong-termcareserviceuseamongtheElderlylivingathome-Japan-SouthKorea

comparativeanalysis・”（口頭セッション）を報告し，韓国国民年金公団が同時に主催した特別シン

ポジウムでは山本克也社会保障基礎理論研究部第4室長が，AFeasibilityStudyontheMinimum

GuaranteedpensionSchemeinJapanを報告した．

なお，本大会は4年に1度行われており，次回は2017年にサンフランシスコ（アメリカ合衆国）で

開催される予定である． （小島克久記）
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